
令和８年度 第１回 島田市健康づくり推進協議会 会議録 

 

日時 令和８年７月13日（月）午後７時から８時20分 

会場 島田市保健福祉センター３階研修室 

 

１ 開 会                                     

 資料３ P.２を差替えで配布した。 

 

２ 委嘱状の交付                                  

代表で田口委員（島田市医師会）に健康福祉部長より委嘱状を交付した。 

竹内委員（島田市スポーツ推進委員）、石間委員（島田市教育部長）欠席 

 

３ 島田市健康づくり推進協議会について                                    

資料１ 参照 

事務局より、島田市健康づくり推進協議会について説明した。 

 

４ 会長および副会長の選任                              

 委員より立候補及び推薦なし。 

事務局から会長を田口委員、副会長を鈴木委員と提案した。 

異議なし 事務局からの案が了承された。 

（会長）  

ご意見をたくさんください。よろしくお願いいたします。 

（副会長）  

皆様と一緒に考えていきたい。よろしくお願いいたします。 

 

５ 報告事項 第４次島田市健康増進計画の進捗状況について  資料２ 資料３                            

資料２ 資料３ 参照 

事務局より、施策評価シート、健康めざそう値について説明した。 

質疑なし 

 

６ 意見交換 自然に健康になれる環境づくりについて  資料４                            

 資料４ 参照 

事務局より、意見交換「自然に健康になれる環境づくり」について説明した。 

（会長） 

新しいことを始めるというより、すでに地域にある良い取組を見つけて、みんなでつないでいく、

活かしていく、そんな視点で自由にご発言いただけたらと思います。 

医療の現場では病棟を耕すという言葉があるが、病棟に入っていい環境を普段から作っていく

ということである。それが健康になる要素となり、大きな力を発揮していく。診療所でいうと、病院と

診療所間の連携、多職種との連携、何かあったときに他チームに紹介、協力し対処していくことか

と考える。 



（委員） 

医療に関しては、普段やっていることだが、特に多いのが生活習慣病の方の治療である。その

中に心筋梗塞等のリスクがある方、たばこによる肺がんのリスクがある方も結構いる。医療セン

ターに紹介して、精密検査を依頼している。できるだけ健康寿命が延びるように意識して診療をし

ている。川根地区は比較的健康寿命は長いのではないかと感じている。100歳近い方も歩いて診

察に来ている。川根地域は山間部で高低差があり、道も狭いため歩ける場所は少ない印象では

ある。畑仕事で体を動かしている。80代でも畑などで身体を動かしている方が多い。できるだけ

生活を維持してがんばって健康寿命を延ばしていけたらと思っている。 

（委員） 

お口ぽかんは難しい。幼稚園や保育では力を入れてくれている。最近よく言われるようになって

きたことで、正直なところ対策は難しい。まず、子どもたちが食事の時に足が地についているか、背

筋が伸びているかというところから始めるのがよいと言われている。椅子の高さを調整したり、台

を置いて足が着くようにしたりするのがよいと思う。 

最近はゼロ歳ではなく、マイナス１歳からの口腔ケアが大事と言われている。妊婦さんの行動が

非常に大事である。島田市では、妊婦歯科検診を実施しているが、受診券があるため受診に来た

という人が多くいる。受診券があるから歯科検診に行くということが定着してくると妊婦さんもお

口の中のことに関心を持つことで、生まれてくる子にもケアする意識ができてくるため、この取り組

みは非常によいと思う。 

糖尿病と歯周病の関連が大きい。糖尿病は医師、歯周病は歯科医師が見るように紹介し、チー

ムで対策していけたらよいと思う。 

栃山川沿いを歩いていくと六合中学校の近くまで車が通らずに歩けるところがある。ウォーキン

グ時に写真を撮って投稿できるようなホームページが出来ると、歩くきっかけになり面白いと思う。

一般の人が投稿できるような掲示板があるといいと思う。 

（委員） 

今の意見について事務局でご検討お願いいたします。 

（委員） 

CKDについて。腎臓病の人を減らそうということで、腎臓機能が低下している人の薬を選ぶ際

の指標になるようにお薬手帳にシールを貼っている。この事業について、医師、歯科医師、薬剤師

向けの研修会を実施した。同じ内容でもよいため、定期的に研修会を開催したり、かしこまった会

でなくても話をする機会があったりするとよいと思う。 

薬学講座を小中学校、高校で開催している。小学生には、ここ数年、受動喫煙については力を

入れて話をしている。子供たちに話したところで大人が気をつけないと意味がない。駅に向かう大

人で喫煙者がいる。通学路は、時間帯だけでも禁煙になるとよい。地域の登下校時の見守り隊の

方の旗やベストに普及啓発の一文を入れるだけでも低予算でできる取り組みであると思う。地域

のお祭りやイベントの時は、お酒が出ると子供の近くでたばこを吸う人もいるため、そういう場での

普及啓発も大事である。ひとつひとつちょっとした取り組みで大人が気づき対応する取り組みにな

ればと思う。 

この会議に参加して３年目。個人的にスポーツ観戦が好きである。スポーツをやることにハード

ルを感じている人がいると思うが、観戦に行くと高齢の方もよく見に来ている。外に出す目的にス

ポーツ観戦への促しも家にいる人を外に出す一つのきっかけになると思う。チームへ協力してもら



うのも方法の一つだと感じている。 

（委員） 

志太榛原地域は、他の地域と比べて血圧が高い方が多いため、減塩に着目して血圧対策をし

ている。減塩以外にも運動も大事である。保健所では「しだはいGo」というウォーキングイベントを

開催。好評だったため今年の秋に開催予定である。同じ企業でグループを作り歩数を競うもの。

資料４の自然に健康になれる環境のうち「身体活動の向上」、「人とのつながり」に貢献できる取り

組みと考えている。お仕事の仲間をお誘いあわせの上、チャレンジしていただけたらと思います。 

（委員） 

町内の活動として、月に１回居場所づくりをしている。高齢者、子どもたちに公会堂に集まっても

らって、体操をしたり、廃材で季節の門松やクリスマスツリーを作ったりしている。その後はみんな

でお話しタイムもある。月１回ではあるが、もっと回数が増やせるといいと考えている。こういうこと

をがんばって続けていけたらと思っている。 

（委員） 

野菜をたくさん摂りましょうということで始めた島田汁です。お野菜たっぷり入れて、地産地消、

塩分控えめの手作り味噌で作っている。高血圧予備群が減らないということで食育啓発の日で市

内店舗を借りて、塩分量がどのくらい入っているか買い物客にクイズ方式で啓発している。今年

度は日曜日に開催した。男性の参加者は少なかったが、子育て世代に参加してもらえた。島田汁

は長らくいろんなイベント、会場で奉仕している。「おいしいね」と言ってくれる人も多いが、「うす

い」という人もいる。「適塩が私たちの活動」と伝えている。 

（委員） 

私も長く自治会長をやっているが、災害から命を守ること、健康寿命を延ばそうという二本柱で

活動している。 

居場所を２回/月、体操教室１回/月 ふれあいウォーキングを２回/年、敬老会も以前はやって

いたが、コロナ禍から参加者が少なかったため、 200人以上にアンケートをとったところ、「わざわ

ざ外に出なくていい。」という人が８割くらいいる。足があれば行く人もいるが、合わせて９割くらい

が行かないとの結果だった。どのような活動なら外に出るかという質問では、「子どもとのふれあ

い」という意見が多かった。敬老会をやめて、敬老イベントにして、子ども達とのふれあいが出来る

ようにした。それでも15人くらいしか参加がなく、コロナ前よりも参加者は減少した。高齢者あんし

んセンターに講師を頼み、フレイル予防、脳トレなどを実施している。 

参加者は固定の１０名程度。新しく入る人はいない。減る人は多い。新しい参加者を発掘するこ

とが大事。お祭りの機会などを利用して、いかに健康意識のない人に話を聞いてもらうチャンスを

作るかが重要。元気なうちに気付いてもらうことが重要であると感じている。 

（委員） 

保育園は０歳からの入所。人生のはじめの一歩が保育園で始まるため、子ども達のために何が

出来るのか勉強し、考えている。基本的には働いている家庭を支える制度のため、子どもたちは朝

の７時半くらいから集まり遊んでいる。例年暑い夏を過ごしているため、クーラーの部屋にずっとい

るのではなく、登園したら支度を済ませ、勝負は９時半までと、暑くなる前に外で遊ばせ、汗をかか

せるようにしている。いっぱい遊んでいっぱい食べ、いっぱい寝る、人生の基本的なことを軸としな

がら酷暑にも対応している。 

最近は、前抱っこのお母さんが多く、お口ぽかんの子が多い。子育て支援センターなどでも抱っ



こ紐のつけ方の指導も行っている。坂道を下ると小さい子でも歯をくいしばって降りていく。運動

こそお口ぽかんの予防に繋がると考えている。食べることへの関心が高い一方で、舌の使い方も

発達によってだんだん上手になっていくということについてわかっていない保護者が多い。お便り

でも発信するが、あまり見ない。最近はインスタで子供たちはこういうことに気を付けているという

ことを発信している。小さいころから塩分のこと、運動のこと、お口のこと、フッ素のことやっている。

少しでも子供たちが元気に過ごせるようにやっている。 

（委員） 

自然に健康になれる環境づくりという言葉いいなと思った。学校でも授業が変わってきている。

子供がしたくなるような授業をおこなうことが大事だと感じている。昔は先生が教える、今は子供

が学びたい、知りたいということをやってきている。その中で必要なのは環境づくりであると思うた

め、同じ方向を向いているなと感じた。その中で、子供たちの様子を見ていると気にあることはたく

さんあるが、安全について子供の関心が低いのは気になっており、課題である。校内でのけがや事

故が多い。小学校では、自分の健康に関心を持つように育ってほしいと思っている。様々な事業を

実施し、発信しているが、耳には入っているが心には届いていない。それをキャッチできるような大

人になってほしいと思っている。学校でも様々な健康に関する授業や発信をしているため、将来に

向けて自分の健康に関心のある大人になってほしいと考えている。 

（委員） 

シニアサポーターとして、サポーター、生徒が増えないこと等課題はある。65歳から80歳以上

の方が約200名の方がパワリハを継続している。会場数も増えている。健康意識が高い人もいる

が参加者の30数名が新しい方。もっと新しい方が増えるといいと思う。来てくださる方は感謝して

くれる。スポーツジムの機械みたいだが、軽い重さで行っている。平均的な健康を維持したい人に

来てもらいたいが、すごく元気な人も参加している。宣伝が足りないと思っている。まつりなどで活

動を紹介していかないといけないと考える。特に男性の参加が少ない。65歳だからこそ元気に生

きていきたい、生きがいを感じてもらうためにもパワリハに参加してほしいと思う。宣伝をして少し

ずつでも参加者を増やしていきたい。サポーターは100人ほどいる。65歳以上の健康意識の高い

方がやってくれている。80歳以上になると引退していく。新規のサポーターは現在60代が多い

が、仕事をしているため、養成講座を受けてもサポーターとして参加が出来ない。あきらめずに人

を増やして健康寿命を延ばす努力をしていきたい。 

（委員） 

中部保健所主催の「しだはいGo」は、商工会議所では職員参加した。今年も参加しようと思っ

ている。商工会議所は、商工業者の集まりではあるが、会員は中小企業がほとんどである。小規

模事業者が圧倒的に多い。従業員が健康でなければ企業は発展していかないため、健康経営の

取り組みをしている。経済産業省認定している健康経営優良法人認定制度がある。たとえば、定

期健康診断受診率100％や、長時間労働の削減、禁煙の推進等の取り組みの計画を立て、申請

すると優良健康経営法人企業認定に認定される。認定を受けることにより、人手不足があるなか

で人材を獲得する上でも、アピールポイントの一つとなる。商工会議所も職場一丸となって健康経

営に積極的に取り組んでいる。ノー残業デーの推進、ラジオ体操を行うなど取り組んでいる。 

（委員） 

気になる点がいくつかある。様々な世代をいっぺんに健康づくりの政策をしようとしても不可能

だと思う。考え方も違うし、ライフスタイルも違う。日中の過ごし方が働き盛り世代と高齢世代では



違う。分析が必要だと感じる。ターゲットを絞って、その世代の分析を十分に行い、事業を考えて

いく必要があると思われる。行政はまんべんなく平等でというが、それをやっていると参加者が集

まらないなど課題が出てくる。徹底的にターゲットを絞ってその人達がどうしたら行動変容できる

のかを分析し、狙って施策を行うことをきっちりやっていかなければならないと思う。 

（委員） 

島田市の健康医療の分野を担っているが、島田市の健康課題として、高血圧や糖尿病、その予

備群が多いがなぜだろうと思っている。昨年度から、しまけん！健診を実施している。令和７年度

終わった段階で、島田市はやせている人が多いため、筋肉をつけた方がよいのではないかという

意見をいただいている。令和８年度も実施していくが、どんな結果になるか興味深い。大井川流域

で高血圧と糖尿病予備群が多いということ、しまけん健診より、筋肉が少ない人、痩せている人、

低栄養の人が非常に多いということで、興味深い結果がこれからも出てくると思う。またそれを改

善していかなければならないと思っている。渡邉委員からの意見が興味深く、子どもと一緒に行っ

て高齢者とつながることで高齢者の外出のきっかけになるのではないかということ。 

適塩への取り組みで、保育園等に出向いて、適塩について園児に伝え、それを保護者に伝えて

もらうという取り組みをしていて、それを親子で話して保育園へ報告をしてもらっている。親と子ど

も、高齢者と子どもなど、これから健康維持に取り組んでいくにあたり皆さんからいただいた意見

は重要な取り組みに繋がると感じた。 

（副会長） 

すばらしい活動に取り組んでいると感じた。島田市でも学生が保健師になるための実習をして

いる。まず学生が感じるのが島田市は住民との繋がりが強いとまず感じている。いろいろなところ

に出向いて行ったときに住民の方々とのつながりが強い、たぶんこのことが「自然と健康になれる」

というのを島田市に住んでいるから当たり前になっているかもしれないが、すでにできていること

もあるのではないかと感じた。 

ただ、一つの対策では解決に至らないため、様々なことをつなげていくことが大事。世代をつな

げていくこと、今いる人たちがつながっていく仕組みをつくることがとても大事だと改めて感じた。

昨年、学生と一緒に学んだ時、高校生が適塩についての動画を作成していた。高校生はこれから

社会に行く、自分で健康を意識した生活をしていかなければならない年代の人たちが伝える立場

になるといろいろなことを学んでいく。この世代が小学生や大人たちに伝えていくことが、何か起爆

剤になっていくのではないかと感じた。 

 

７ 閉会                                      

 


